
地
創
製
の
功
績
に
た
い
し
て
記
念
式
を
開
き
記
念
品
を
送
っ
た
。

出
席
者
二
百
名
、
一
般
新
聞
お
よ
び
医
界
の
新
聞
は
す
べ
て
、
こ

の
か
く
れ
た
一
開
業
医
の
功
績
を
た
た
え
た
。

滋
は
性
来
控
え
目
で
、
人
に
お
ご
る
こ
と
な
く
、
遠
藤
培
地
に

対
し
て
も
、
全
く
偶
然
の
結
果
だ
と
謙
遜
し
て
い
た
。
ま
た
論
文

に
つ
い
て
も
学
位
号
を
請
求
す
る
気
持
も
全
く
な
か
っ
た
。
あ
る

医
界
の
新
聞
は
「
市
井
開
業
医
の
中
に
も
か
か
る
篤
学
者
の
い
る

こ
と
は
、
開
業
医
の
信
用
を
高
め
る
」
と
書
い
て
い
る
。

後
年
滋
は
高
山
植
物
に
興
味
を
持
ち
、
そ
の
方
面
の
論
文
も
発

表
し
て
い
る
。

昭
和
十
二
年
四
月
二
十
日
、
六
十
八
歳
で
心
臓
衰
弱
で
他
界
し

た
。
墓
は
目
黒
の
祐
天
寺
に
あ
る
。

（
静
岡
県
清
水
市
）

昭
和
妬
二
九
五
○
）
年
皿
月
皿
日
（
土
）
、
大
阪
府
南
部
・
大
阪

市
を
中
心
に
、
シ
ラ
ス
を
食
べ
た
二
七
二
人
に
食
中
毒
が
発
生
、

う
ち
別
人
が
死
亡
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
・
い
わ
ゆ
る
〃
シ

ラ
ス
中
毒
事
件
″
で
あ
り
、
死
者
数
が
多
か
っ
た
点
で
も
注
目
さ

れ
た
が
、
原
因
究
明
の
過
程
で
の
ち
に
腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
と
命
名
さ

れ
た
細
菌
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
我
々
は
こ
の
事

件
を
当
時
の
新
聞
が
ど
の
よ
う
に
報
じ
た
の
か
を
見
て
み
た
。
使

用
し
た
の
は
朝
日
新
聞
で
、
大
阪
本
社
よ
り
発
行
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
当
時
は
頁
数
も
少
な
く
、
夕
刊
も
ま
だ
再
刊
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

①
皿
月
羽
日
（
月
）
こ
の
日
が
本
事
件
報
道
の
最
初
、
二
面
ト
シ

42

新
聞
に
見
る
昭
和
妬
年
の
シ
ラ
ス
中
毒

事
件ｌ

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
発
見
の
端
緒
Ｉ

（
１
）
（
２
）

○
長
門
谷
洋
治
・
坂
上
俊
之
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プ
で
九
段
と
い
う
大
き
な
扱
い
。
メ
イ
ン
見
出
し
は
「
十
六
名
中

毒
死
、
重
体
百
数
十
名
。
大
阪
の
〃
シ
ラ
ス
〃
禍
」
で
本
文
を
部

分
的
に
引
用
す
れ
ば
以
下
で
あ
る
。

「
泉
佐
野
市
の
魚
市
場
か
ら
流
れ
出
た
十
一
箱
（
七
貫
目
）
の
〃
チ

リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
（
シ
ラ
ス
）
〃
は
同
市
と
貝
塚
市
と
そ
の
周
辺
、
大

阪
市
の
一
部
に
死
者
十
六
名
、
重
体
百
数
十
名
と
い
う
大
集
団
中

毒
事
件
を
ひ
き
起
こ
し
た
。
こ
の
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
は
泉
佐
野
市

の
沖
合
で
二
十
日
魚
獲
さ
れ
た
も
の
十
二
頁
を
、
同
市
水
産
加
工

業
Ｏ
氏
（
“
）
が
塩
う
で
加
工
し
て
二
十
一
日
朝
、
同
市
魚
市
場

に
出
荷
、
七
人
の
魚
商
人
か
ら
行
商
人
の
手
を
通
じ
、
十
一
箱
が

こ
れ
ら
の
街
に
流
れ
出
た
も
の
で
あ
る
」

泉
佐
野
市
の
あ
る
宅
で
は
こ
れ
を
買
い
昼
食
に
供
し
た
と
こ
ろ
、

男
の
子
（
過
）
が
約
三
時
間
後
に
発
熱
・
は
き
け
・
血
便
を
伴
う
下

痢
を
起
し
て
激
し
く
苦
し
み
出
し
、
同
夜
十
時
半
に
死
亡
。
他
に

も
同
様
症
状
で
倒
れ
る
も
の
が
相
次
い
だ
。
問
題
の
シ
ラ
ス
と
加

工
に
用
い
た
岩
塩
、
患
者
の
ト
シ
ャ
物
を
国
警
大
阪
府
本
部
鑑
識

課
、
阪
大
病
院
で
鑑
定
中
だ
が
、
単
な
る
腐
敗
で
は
な
く
、
毒
物

混
入
の
疑
い
が
濃
い
と
。

一
方
、
同
一
紙
面
で
Ｏ
氏
は
塩
に
異
常
は
な
い
と
述
べ
、
ま
た

阪
大
医
学
部
法
医
の
大
村
（
得
三
）
教
授
は
当
初
亜
硝
酸
ソ
ー
ダ
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
を
も
っ
た
が
、
化
学
的
検
査
に

よ
り
否
定
で
き
た
と
し
た
。
そ
し
て
犯
日
、
大
阪
市
、
泉
佐
野
市
、

貝
塚
市
一
体
に
ラ
ジ
オ
の
ス
ポ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
、
警
察
の
放
送
車

な
ど
に
よ
り
「
シ
ラ
ス
を
買
っ
た
人
は
食
べ
な
い
で
」
と
の
広
報

が
行
わ
れ
た
。

②
型
日
付
。
二
面
ト
ッ
プ
六
段
。
見
出
し
「
原
因
究
明
に
躍
起
。

シ
ラ
ス
中
毒
大
阪
の
死
者
は
四
名
」
写
真
に
は
「
白
ネ
ズ
ミ
で

実
験
す
る
阪
大
法
医
学
教
室
係
員
（
左
端
は
大
村
教
授
）
」
と
説
明
が

あ
る
。別

に
「
食
中
毒
は
な
ぜ
起
る
か
」
と
い
う
阪
大
梶
原
（
三
郎
）
教

授
（
衛
生
学
）
の
談
話
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
記
事
中
に
は
法
医
学

教
室
の
他
に
「
阪
大
微
生
物
病
研
究
所
に
依
頼
し
て
細
菌
培
養
に

と
り
か
か
っ
た
」
と
記
す
。
微
研
で
の
相
手
が
藤
野
恒
三
郎
教
授

で
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
り
、
同
氏
も
そ
の
論
考
『
腸
炎
ビ

ブ
リ
オ
」
（
「
臨
床
科
学
」
”
巻
一
五
七
五
頁
、
一
九
九
一
年
）
で
「
閉

日
の
朝
、
法
医
学
教
室
の
四
方
一
郎
助
手
を
連
れ
て
、
阪
大
微
研

の
奥
野
良
臣
助
教
授
が
、
私
の
研
究
室
に
現
れ
た
」
と
記
し
て
い

つ
（
》
○
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③
弱
日
付
。
二
面
に
四
段
。
見
出
し
「
ネ
ズ
ミ
は
死
ん
だ
。
シ

ラ
ス
の
秘
密
へ
一
歩
」
法
医
学
教
室
と
微
研
で
は
「
死
ん
だ
ハ
ッ

カ
ネ
ズ
ミ
、
モ
ル
モ
ッ
ト
の
臓
器
か
ら
採
取
し
た
有
毒
性
細
菌
を

抽
出
、
こ
れ
を
動
物
に
注
射
し
て
、
も
し
動
物
が
死
ね
ば
細
菌
性

の
原
因
と
確
定
さ
れ
る
わ
け
で
、
一
両
日
中
に
判
明
す
る
」
と
し

て
い
る
と
述
べ
た
と
。

④
妬
日
付
。
二
面
に
三
段
。
見
出
し
「
細
菌
の
分
離
に
成
功
。

大
阪
の
原
因
調
べ
」
本
文
に
「
二
十
五
日
午
後
、
阪
大
微
生
物
病

研
究
所
で
は
あ
る
種
の
細
菌
の
分
離
に
成
功
、
こ
れ
が
は
た
し
て

病
原
菌
か
ど
う
か
注
目
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
」
と
記
す
。
な
お
同

日
紙
面
に
「
更
に
一
名
死
亡
」
と
あ
り
、
こ
れ
で
死
者
別
名
と
な

⑤
幻
日
付
。
三
面
に
一
読

に
も
あ
っ
た
。
当
時
は
プ
ー

調
査
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

る
C

実
は
茄
日
に
藤
野
教
授
は
新
細
菌
の
純
粋
培
養
に
成
功
し
て
い

た
・
五
日
間
連
続
で
報
じ
ら
れ
た
本
事
件
の
報
道
は
こ
こ
で
中
断
。

⑥
Ⅱ
月
２
日
付
。
三
面
に
三
段
。
見
出
し
「
細
菌
と
推
定
．
ジ

ャ
コ
中
毒
原
因
」
大
阪
府
衛
生
部
が
阪
大
な
ど
の
関
係
者
懇
談
会

三
面
に
三
段
。
見
出
し
「
ジ
ャ
コ
中
毒
、
沁
年
前

当
時
は
プ
ト
マ
イ
ン
で
解
決
」
で
阪
大
で
の
細
菌

を
開
き
「
あ
る
種
の
細
菌
が
死
因
と
推
定
さ
れ
る
」
こ
と
に
意
見

の
一
致
を
み
た
と
。
以
後
、
関
連
記
事
は
み
あ
た
ら
な
い
。
な
お

紙
面
に
は
藤
野
教
授
の
名
は
一
度
も
登
場
し
な
い
・

昭
和
鋤
二
九
五
五
）
年
、
滝
川
巌
氏
は
国
立
横
浜
病
院
の
病
院

給
食
を
原
因
と
し
た
食
中
毒
よ
り
一
種
の
細
菌
を
見
出
し
、
好
塩

菌
と
命
名
し
た
が
、
こ
れ
が
、
藤
野
教
授
の
菌
と
一
致
す
る
こ
と

を
知
っ
た
。

の
ち
、
こ
の
菌
は
腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
と
命
名
さ
れ
た
。

（
滝
川
巌
・
古
西
義
麿
・
千
住
と
も
こ
氏
に
感
謝
し
ま
す
）

（
垂
詫
雑
怖
鑪
酔
蔬
）
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